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Abstract

　　　North　Okayama　prefecture　has　a　total　area　of3，500square　kilometer　an（1is　underlain

by　igneous，sedimentary　the　metan；orphic　rocks　of　many　kinds．In　order　to　obtain　a　knowl－

edge　of　the　distribution　and　variation　of　radioactivity　in　this　region，the　field　party　of　Geolo－

gical　Survey　began　to　scan　systematically　from　July　to　August，1956．

　　　The　car㌔momted　radiometric　equipment　used　in　this　work　is　sam“type　reported　by

Sato（1956）　an（i　has　‡wo　scintillation　heads　（crysta1　1．5”　in　diameter）．　It　counts　about

4，000～5，000pulses　per　minute　in　an　environment　of　so－called　normal　ra（iioactivity。The

recorder　improved　for　car－bome　operation，can　write　not　only　the　intensity　of　radioactivity

but　also　the　positions　of　outcrop，crossing，bri（1ge　and　etc．on　the　sαme　recor（iing　papeL

　　　Granitic　rock5abundant　in　this　regio血generally　point　to　the　existence　of　anomalies，an（1

traverses　were　carried　out　over　the　area．It　may　be　able　to　shoΨthat　a、car㌔borne　radiometric

survey　can　be　helpful　in　the　rapid　recognition　of　di廷erence　of　granite　types．

　　　Route　maps（scale1／5（㌧ooO）of　radiometric　intensity　wiII　be　useful　to　the　prospecting

for　radioactive　minerals．

　　　　　　　　　　要　　旨　　　。

　昭和31年度核原料調査事業の一環として，岡山県北

部地区において放射能測定を実施した。調査期間は昭和

31年7月から8月にわたる約50日間で，調査面積は約

3，500km2である。本調査の結果，岡山北部，特に県境

に沿って放射能強度の大きい花嵩岩地帯が，大体東西に

延びて分布し，そのうち，数個所は異常地帯として，さ

らに精査を要するものと考えられる。

　なお，今回の調査は，この種自動車による放射能探査

作業として定常的に測定するための作業形式の確幸も，

その目的の1っにした。したがつて，測定値に関する一

般的のことも多少解説的に附記してある。

1．緒　　冒’

　昭和31年度核原料調査事業の一環として，岡山県北

部地区において自動車による放射能測定を実施した。現

地調査期間は昭和31年7月上旬から8月下旬に至る50

日間にわたり，調査員は筆者らのほかに中井順二・金谷

弘・田中信一が参加し零。

＊物理探査部

綿鉱床部

　本調査はウラン鉱床探査における概査に該当するもの

である。自動車による探査法は，30年度物理探査部試験

課において岩崎章二ほかによって研究的に実施2｝されて

いたので，今回その結果に2，3の外国文献1）4）5》による経

験を加昧して観測班を構成した。したがつて，野外作業

として定常的に測定するための作業形式の確立も，今回

の仕事の目的の1っにした。

　この報告書においては，本来の目的である岡山県北部

地区における，測定結果を報告するとともに，測定値に

関する一般的のことを多少解説的に附記しておいた。

2．測定値に関する一般的の説明

　われわれが測定するγ線強度の値は，移動している自

動車の車内に設置したシンチレーション・ヘヅドによる

ものであるから，岩石の標本を一定の状態にして，そのγ

線強度を測定する値とは異なっている。したがづて，わ

れわれの得た測定値と，岩石の放射能元素の分布との間

は，かなり複雑な関係になつている。この問題を考える

ために，測定値がどのような要素によつて支配されてい

るかを次に考えてみよう。

　2．1　自然計数

／
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　放射能測定の際に・われわれが自然計数（非常にあ文・

まいな表現であるが）と呼んでいる値は，特別に強い放

射能物質が測定器の附近に存在しない場合のことを指し

ているQ

　七たがって，この値は，（1）測定器附近の土地に含

まれている放射能元素および空気中，土壌中のラドン

に原因するもの。（2），自動車および測定器，L人間，そ

の他ヘッドの周囲の物質のなかに含まれた放射能元素に

原因するもの。（3）宇宙線に原因するもの，などが綜

合された値と考えられる。（1）の項に関しては，平野地

帯など岩石の露頭のみられない所では，放射能物質の分

布が平均化され七おり，大体測定値に大きな変化がない

という経験的事実がある。また特に土地の影響を除くた

あに，測定車を湖の氷上において測定した例もあるが，

われわれの場合，まだその機会が得られない。（2）の項

に．っいては，特別の考慮が払われていない。それはラペ‘

ヅドの位置が車内で一定であるならば，その影響は常に

一定であるからである。また，（3）の宇宙線の強さにつ

いては，緯度効果，東西効果，高度効果などが知られて

かるが，いずれもわれわれの測定範囲では問題にするに

たりないであろう。

　2．2　7線の吸牧

　γ線の透過力はγ，β線に較べて強い。その有効飛程

はエネルギーによつて定まるけれども，数cmの金属

を通って始めて測れなくなる程度である。われわれが野

外において観測するγ線のエネルギーは，種々の強さの

ものが含まれており，簡単な計算によって算出すること

は難かLい。板状ウラニウムからのγ線が，ヘッドと

の間におかれた花嵩岩（比重2．β7）・砂岩（比重1．66お

よび水比重1。00）により減少す為割合を乳その厚さに対

して・Bowie（1955）1）が計算している。その結果を参考の

ために第1表に示しておく。これらの物質，特に花崩岩

のなかには放射能物質をかなり含んでいるので問題はあ

　　　　　　　　接図例

第 1 表
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　るが，物質の遮蔽効果の概略を知るには参考になる。

　　2．3量的効果
　　測定の対象になる岩石の放射性物質の量は，前項で述

　べたように岩石の吸牧が激しいので，主としてその表面

　だけが問題になる。したがつて，測点からみた立体角の

　大きさが，強度を決定する主要な要素になることが理解

　されよう。このため，量的効果のことを立体角効果とも

　いわれている。もし空気中でのγ線の吸牧を無視し，物

　質の表面だけが作用するという，理想的の場合を考える

　ならば，点状のヘヅドを使用する測定においては，その

　値は測点から対象物をみた立体角に比例する。したがつ

　て，もし物質が点と考えう程度に小さい場合にはダ強さ

　1は踵離の2乗に友比例し，線状のものでは踵離に反比例

　し，非常に広い板状のものでは踵離に無関係になる。

　　多くの教科書にも述べられている上記の簡単な数学的

　関係は，概略の量的効果を考えるうえには便利である。

　すなわち，トンネルや坑内のように立体角が平面上に較

　　　　　　　　べて2倍の所では，岩石による放射能効果も，また2倍

　近い値と考えてよい。また，峠などでしば：しばみられる

　ように，両側に露頭のみられる所では，片側のものに較

　べて強度は著しく大ぎくなることは当然である。またわ

　れわれの測点のように，ヘッドを地上数cmの所にお

　いた場合，地上すれすれの所においた場合よりも，遠踵

　離の影響を多く受けることも上記のことから当然予期さ

　れる。
＼
・
　 2．4　自動車の速度

　　測点が自動車gなかにあり，したがつて，観測，点が刻

　刻移動することぼ，測定値を非常に複雑なものにする。

　もし観測の対象になる岩石のγ線強度分布が，一定のも

　のそあるならば，測点の速度はどれほど早くても値に変

　化はない。1しかし岩石の放射能強度が水平方向に変化の

　ある場合，例えば一定の幅のウラン鉱床がある場合に

　は，測点の速匿一自動車の速度一により観測値は変化す

　る。この変化傾向としては，一般に自動車の速度が大ぎ

　くなるほど，異常の最大値は小さくなる。

　　：Nelson（1953），Bowie（1955）の指摘しているように，

　rate　meter式の観測では，この小さくなる割合は，鉱
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　　床の幅と観測器の時定数（time　constant）と，自動車の

　　速度などに関係している。われわれの使用Lた装置で

　　は屋rate　meter式ではなく，一定の速度で動く記録紙

　　の上に1，000カウントごとに信号を入れる形式のもので

　　あるので，rate　meter式の場合とは多少事情を異にし

　　ている。しかし，自動車の速度が増すに従つて，異常最

　　大値が小さくなることには相違ない。この傾向をみるた』

　　めに，2，3の仮定を入れて計算したのが第1～4図であ

　　る。

　　　自然計数を5，000カウント，異常値を10，000お・よび

　　15，000カウントにとり，異常値の形をπ形にとった。

N　実際には異常値が乱形になることはあり得ないが，概略

　　の様子を知るには差しっかえないであろう。第1図は異

　　常値を10，000カウント，したがって自然計数との差が

　　5，000カウソトの場合に，自動車の速度を5，15，20，’

　　30km／hとしたとぎに，観測した結果がどのように変

　　化するかを計算してみた。なお通常自動車の速度は20

　　kmlh以内で観測しており，山路などのときには大体

　　15km／h以下である。また，前記のように，1，000カウ

　　ントごとに信号を記録して，その時間から1分ごとのカ

　　ウントを調べているので，信号の位置がどこにくるかは

　　偶然的なことである。

　　　したがつて，異常値の位置に対する信号の位置によつ

　　て，観測値の様子がかなり違つてくるので，3っに分け

　　た結果を点線，字線，破線で示している。この計算から

　　．明らかになったことは，自動車の速度が20kmlh以上

　　　　　　　　　と　　になると，異常を示す測点も『1～2点となり，その値も

　　カ・なり／」、さくなるo

　　「異常値の幅一鉱床の幅と密接な関係があるが一に対す

　　，る速度の関係を調べたのが第2図である。上図では幅5

　　m，中図が20m∫下図は50mである。幅5mの場合
　　には速度が5km／h以上ではほとんど異常として認め

　　られない。速度5kmlh　というのは大体人の歩く速さ

　　である。これに対し幅50m（下図）では，ほとんどすべ

　　1ての速度に対し異常値が検出され，中間の幅20mでは

　　異常値がはつきりするのは15kmlh程度までと考えら

　　れる。

　　　自然計数5，000カウントに対し，　10，000カウントと

　　いうのは比較的小さな異常値であるので，さらに異常値

　　15，000カウントの場合にづいて第1図，第2図と同様の

　　ものを計算してみた。第3図が第1図に相当し，第4図

　　が第2図に相当する。この場合にも幅5mのものは速

　　度5km／hの場合以上では，異常値をほとんど認める

　　ことはできないし，幅50mのとぎは全部の速度で認め

　　られる。中間の幅20mのとぎは，速度30km／hでは

　　異常は非常に小さくなっているが，20k卑再　では大体

本来の異常値（15，000カウント）に近い値に癒つている。

しかL第3図にみえるように，信号の位置によってはか

なり小さな値になることもある。域上のことを要約する

と，自然計数との差が10，000カウント程度の異常値で

も少なくとも20m内外の幅のものでは，確実に認める

ことが困難なようである。したがって，後に述べる測定

結果について考える場合にも，域上のことは充分考慮さ

れたい。

　2．5　その他

　道路に敷かれた砂利，舗装の材料も，測定値にはかな

り影響するものと考えられる1ことに花嵩岩の敷石，あ

るいは特殊な山砂利のようなものの影響は，朋らかに認

められた。また後に述べるように，中国山地に知られて

いる“からみ”が砂利の代用に道路に敷かれている場合

には，、著しい高い値を示す。

　石垣は一種の岩石の露頭とみだすことができる。山村

の道で，石垣が両側にみられるのは，、わが国の通例であ

るが，特に花謁岩の石垣の場合には，注意する必要があ

ると考えられる。このため，記録紙上には露頭の位置と

ともに，特に石垣の位置を記入することにした。

　酸化ウランが溶解性のものであることから，一また空

中，地中のラドンを考えると，降雨などによりある地点

ぞの放尉能強度が変化することが述べられている6）が現

在のところ，われわれの測定が，その程度までの変化を

問題にする精度を持つか否かわからない。

　観測の精度については，種々複雑な事情があるので，

不明確な点が多い。しかし，現在の装置では次の点によ

る誤差が最も大きいようである。1，000カウントごとの

信号を問題にしている限りでは，その確率誤差は3％以

下である。しかし前にも述べたように，観測値としての

カウントNは1V二1，0001T（但LTは時間（分））として

1分間のカウントを算出している。・したがって誤差4〈τ

は記録紙から時間を読みとる誤差にも関係する。すなわ

ち∠1v＝（o．03一ハ図丁）1Tになり，Nが大きい場合には

4N≒（醐丁）／Tとなり誤差は読みとり誤差に支配され

る。いま，N＝6，000，記録紙の読みの誤差を1mmと

すると』〉＝600；また1V＝12，000とすると』V＝2，000

になる。記録紙爾回転不揃による誤差を考えなければ，

普通の読みの誤差は0．5mm程度であるが，それにし

てもこの装置では計数の大きい所では，誤差1は急激に増

大する。このため，今後の観測でば記録紙の送りを今回

（1日に約20mの記録がとれる）の2倍にすることを予

定している。

3．測定装置の改艮

測定装置は昨年度（30年度）科学研究所において製作

13一（13）
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第1図　異常値10，000カウント，その幅20m，自動車の速度
　　5，15，20，30km／h，一，一一，・一・一・一はそれぞれ

　　信号の位置による測定値の見掛上の変化

し，その後物理探査部試験課において使用したものであ

る註1）。この経験により2，3の点を改良した。すなわち，

rate　meterの部分を記録器から除き，その代りに成分を

8成分に増加した。これにより，記録紙上に踵離，位

置，露頭，石垣などを記録することが可能になり，現地

の作業能率が向上するとともに，記録整理も容易になつ

た。

　第5図は記録の一部を示している。この図の①の成分

は1，000カウントの信号が記入されているが，記録紙の

送りの速度は，o．2cm／secであるから，これからγ線

強度を計算される。①成分に記入してある数字は計算値

で，例えば7．8とあるのは7，800カウントである。②の

、成分は距離の信号で500mごとに記入される。③は自

動車の停止，進行を表わしている。すなわち自動車の停

止しているとぎも，記録紙ば時計仕掛で回転しているの

．で停止状態をはつぎりさせるために用いた。④⑤はそれ

ぞれ左右の露頭の位置を示している。⑥は石垣の位置で

ある。⑦は記号を入れる信号で，図上の学校，役場，十孚

路
，
三叉路等の位置を示してい為。これらの信号は，助

手席につけられた配電盤のスイヅチにより操作される。

　またアラームを附けて，あるブ定以上にカウントが昇

つたとぎにはブザーが鳴るように装置した。

註1）　この実験結果は：文献1，5に発表されている。

第2図異常値10，000カウント，その幅は上から5m，20m，

　　50m，自動車の速度，一5km／h・一一15km／h，
　　一・一。一20km／h，一一一30km／h

4．地形および地質

　今回調査された地域は，岡山県北部と一部鳥取県を含

む地域である。すなわち，西より東に東城町（広島県）・

新見市南部・落合町・福渡町北部・周匝町を結ぶ線を南
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
限として広島・鳥取・兵庫との県境とに囲まれる地域で，

ある。た甘し東北部の一部は，県境を越えて智頭町・田’

瀬町（鳥取県）に延びている。その面積約3，500km2，測

線約1，500kmに及ぶ（附図参照）。

　地域北部鳥取県境附近の地質の概要は，いわゆる山陰

型花崩岩類と，それを被覆する新期火山岩類からなり，

地域中部』勝田郡東部から姫新線沿線は秩父古生層≧塩

基性岩類，第三紀火山岩類および中新統が低地帯に発達

、し，地域南部・柵原・福渡・新見を結ぶ線はいわゆる中

間型花嵩岩類，第三紀火山岩類と秩父古生層および中生

層が分布している。

　これを要約すれば次りようである。

　1．火成岩類

　　　花嵩岩類・塩基性岩類

　2．堆積岩類

　　　　秩父古生層・中生層・第三紀中新統

　1．火成岩類
　花嵩岩類：花嵩岩類は白璽紀一古第三紀の逆入といわ

れ，秩父古生層等の古期岩類中に逆入し，熱変成作用を

14一（14）
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第6図　物見峠（岡山。鳥取県境）

与え，これらを捕獲し，あ為いはルーフ状に残

存せし勘ている。花醐岩類は一般に山陰型，中

間型および山陽型に分類されている。

本地域では中間型花嵩岩類は地域南部におい

て，東北東一西南西方向に秩父古生層を貫ぬい

て分布する。黒雲母花嵩岩・花醐閃緑岩・花崩

斑岩等で構成され，白璽紀ギリヤー一ク統の溢入

といわれる。山陰型花嵩岩類は，鳥取県境に沿

つて，ほ黛西北西一東南東方向に分布し，中間

型花嵩岩類より新期のもので，主として黒雲母

花嵩岩であり，一部は花崩閃緑岩倉らなる。『

　山陽型花崩岩は瀬戸内海沿岸附近に分布する

ものそ，本地域と直接の関係はなく，各型の花

醐岩類との関係もまた不明な点が多い。

　これら花嵩岩類の活動に伴ない，鉱化作用が

認めら’れるが，山陰型花嵩岩に伴なうものは，

モ以ブデン・タングステソ鉱化作用および小鴨

型鉱床，中間型では主として接触交代鉱床で，

岩体の周辺に鉱床が胚胎する特徴があり，山陽

型花嵩岩ではグライゼンを伴なう鉱床を多く胚

胎する。

　なお，中国の脊稜山地は往時鉄の名産地であ
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ったが，その原料の山砂鉄は花嵩岩類の副成分鉱物の風

・化濃集Lたものと考えられている。

　塩基性岩類二本地域では，『福渡東方と真庭郡北房町の

・西方にかけて，蛇紋岩およびはんれい岩が分布する。蛇

紋岩は塊状一不規則レンズ状で，勝山町西方に古生層を

貫ぬいて半円状に断続する一群と，新見町周辺とその以

北の伯備線沿線および芸備線沿線の広島県境附近に認

められる。はんれい岩は蛇紋岩とほ黛同一地域に分布す

為。これらの逆入時蝉は古生代末期といわれる。塩基性

岩類に伴なう鉱化作用はクローム鉄鉱鉱床が代表的なも

ので，二次的に滑石鉱床が胚胎することがある。

『石英斑岩および流紋岩；本岩は岡山県中部から南部に

かけて広く分布する。噴出時期は白璽紀末一古第三紀と

いわれ，一一部は花崩岩（山陽型）の熱変成作用を蒙つてい

る。これに伴なう鉱化作用は，三石町附近の蝋石鉱床が

第9図立木附逝のルート・マツプ

代表的なも のであるが，本地域ではまだ経済的価値を有

する鉱化作用は認められていない。

　安山岩類；北部県境附近および中央部には第三紀一第

四紀の火山噴出物が島状に分布している。天山火山脈に

連なる一連の火山活動の産物で，古期岩類を貫ぬき熔岩

状で分布し，凝灰岩，浮石層等の岩屑堆積物を伴なう。

　2．堆積岩類
．秩父古生層：本地域の中央部に広く発達し大局的には

東兆東一西南西の走向を有するが，構造はきわめて複雑

である。千枚岩・粘板岩・石灰岩・輝緑凝灰岩などから

なり，各種の火成岩の逆入を受け，大半は準片岩一結晶

片岩化している。本層中に胚胎する鉱床は，石灰岩中の

接触交代鉱床，．および裂罐充墳鉱床で，鉱種も多岐にわ

たり，鉱床の数もまた多数である。

　中生層二川上郡大賀附近からほ黛N500E方向に分布r

）
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L，姫新線以北では少ない。本層は凝灰岩・砂岩・礫

岩・亘岩からなるが，一部は秩父古生層の押し被せ榴曲

構造により，その下に認められることがあり，その構造

は複雑である。

　第三紀中新統；津山周辺に最もよく発達し，主として

頁岩・砂岩・礫岩等からなる。』古期堆積岩・蛇紋岩およ

び石英斑岩等の上部に不整含に堆積している。

　　　　　　5．測定結果

　5．1　東北部（、鳥取南部・智頭・坂根註1））

　智頭を中心として，一部烏取南部の南端および坂根の

東部を含む地域は，今回の測定結果のなかでも注目すべ

き地域である。．すなわち（1）津山市から加茂町・物見

峠（県境）を経て，鳥取県智頭町に至る道路において，加

茂町一物見峠一一新見の間は放射能強度が大である。

この附近はほとんど全部の地域に花歯岩が分布している

が，県境（物見峠）附近から，白玉・分谷・出合にかけて

平均1万カウソト以上の高域の分布がみられる（第6図

参照）。これに対応して，その東方の黒尾峠（県境）から

鳥取県側栃木に至る間，約4kmにも8，000カウント・

以上の値がみられ，特に平均9，000カウγトの北部と

13，000一カウントの南部に分けられることは興味が深い。

両地域とも，その露出岩石は花嵩岩であるが，その放射

能強度から2つの地域に分別される（第7図参照）。なお

第7図の5エ．5kmから52．5kmの間は，距離が4倍

に拡大してある。また因美線物見燧道の東口から南に登

る林道（河津原から大畑に至る）におv・ても一部高域の地

註1）　（）内の地名は5万の1地形図の・表題を示し

　ている。以下同様

帯がみられる（第8図）。智頭の東南，坂根の西

南端林野から右手峠を経て中原に至る道路は，

右手峠の手前で行き止りになっているが，立木

附近から以北に高域がみられる（第9図）。

　鳥取県側においては，智頭町から鳥取に向か

う街道を左に，安蔵から屋住，江波を経て県境

に至る沢道，および用瀬町から古市，加茂を経

て栃原に至る沢道において測定された。前者に

おいては山口附近から以西は一般に高域であるが（第10

図），後者においては，4，000～8，000カウント程度で特

に高い地域はみられない。

　前記黒尾峠，物見峠の高地域の西方への延長は，因美

，線河井駅から北に延びて県境の険所峠に至る道の北端附

近にみられ（第11図），また中原町から黒木，倉見を経

七県境の八本越に至る道路の黒木以北にみられる（第12

図）。すなわち，高地域は県境に沿って東西方面に分布

する花崩岩の分布と大体一致するが，特に注目すべき

10，000カウント以上の地域はその一部である。

　5．2　中央北部（奥津）

　前項で述べた高地域の西方への延長は，奥津において

もみられる。すなわち，津山市西部から沢田・藤屋・日

下・吉藤・岩屋を経て越畑に至る道路において，花崩岩

の露頭のみられる岩屋から正宗に至る間に，かなりの高

地域がみられる。しかし，最も注目すべきは，津山市か

ら奥津を経て人形峠に至る街道の甘木附近（旧街道）にみ

られる高地域である（第13図）。また，下阿曾から左に

羽出・二軒屋を経て千軒に至る途中，羽出から神原附近

の間にも高地域がみられる（第14図）。

　昨年度発見された人形峠の鉱床は，その後の調査によ

り第三系の埋積岩中のものであることが明らかにされ

た。同種の鉱床を探査するため，人形峠と恩原貯水池の

間は，特に注意Lて測定したが，高域の所は発見されず

第三系の地層と思われる所はかなり低い値が得られた。．

なお，平作原の発電所附近にみられる高い値は，敷石に

されている“からみ”によるものである。

　鳥取県に属する北西部の西谷・福本・下畑附近一帯

は，注目すべき高地帯をなしている。村山・山田の地質

17一（17）
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調査によれば，この高域地帯の分布は倉吉型の花嵩岩の

分布に非常によく一致しているとのことである．（第15

図）。また，福本から南に野辺を経て勝山に至る道路の，・

吉田および南方の一の茅附近にも狭い範囲に高地域がみ

られる（第16図）。

5．3西南部（湯本）

前記の物見峠から西に奥津，吉田にわたる大体東西に

不連績ながらみられる高地域の，さらに西への延長は，

湯本においてはあまり明瞭ではない。だ攣，その延長と

考えられるものとして，二川村小松附近および野土路附

近の高地域（第17図），また東北部の犬挾峠を通り関金

を経て倉吉に至る街道に高異常地帯がみられる（附図）。

このほか，川上村延助から南に本茅部に通ずる道路上の

高異常地域は敷石に用いた“からみ”によるものであ

為。
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5．4東南部（津山東部・佐用・周匝・－。。，n℃

上郡）　　　　　　　　　　’　　　　　1卿

　　　　　　　　　ロヨロロロ津山東部は津山盆地を含み，新第三系　・…。

　　　　　　　　　コぎロロロの地層によ1り覆われており，その値は大　6。。o

　　　　　　　　　ヰロロロや部分4，000｛・8，000カウントである。一　⑳o。

　　　　　　　　　　Km　
よ黒＿

　　　　　　　　　　　塗ホ部分真加部および吉村附近に比較的高い

イ直を示す部分があるが，河井によれば石

英閃緑岩および花崩岩の分布と一致す　　　　　　、

臨rn43　　Pτ踏

　　婁初
　　ゑ

count

　　“　　　　　　　
儒

岬　　　　楯　　抵　　鳩仙　 一　　　　顔

　　　　　岳
第10図山口（鳥取県）附道の

鰻文

飾

橋 為

｝庖へ“

　　画
第11図河弁駅と険所峠の間の

．」或

第12図黒木附近の

笛
．

試料
番号

37
38

8
9
10

　　11
　　55
　　56瓢

　　57
　　12
6
7
3
4
17

18
19
20
25
26

27

58

59

試料採集地

勝田郡梶並村立木

　ゲ木地山P
鳥取県八頭郡智頭町
　　黒尾峠北側

　ゲ
　7

ケ

ケ黒尾峠頂上
ゲ　　 ヴ

ヴ　　 ゲ

ケ　物見峠

　ケ　　
ゲ

　ゲ　分谷
勝田郡加茂町下原’
ゲ　　下土居
ゲ　　ゲ岩淵

ケ　新加茂町桑谷

グ　ゲ　暮床
ヴ　鏡野町香々美
八頭郡江村山ロ
ケ　社村小畑

苫田郡泉村甘木臼

ゲ’

グ

種・類

粗粒花嵩岩

　ゲ
　ゲ
花嵩岩
　ヴ

　ヴ
　ゲ粗粒花商岩
ピyク色
長石質花崩岩

花嵐岩
半花嵩岩
花嵩岩
　ゲ
　ケ
　ゲ　

　ケ
粗粒花嵩岩

花崩岩
　ゲ
　ヴ
粗粒花崩岩

ピyク色　
’マプライト質
花崩岩
花嵩岩破砕帯

β線
彊度

cpm
11。7
8．6

16．8

20、8：9

2．3

8．9

14．3

！1．2

9．6

12．0
7．2

6．2

18．1
8．5

S．C．に

よる測
定値＊

⑥
⑥

⑥

⑥．

⑥

⑥
⑥
⑦

⑦

⑦

⑥
⑤
④
⑤
つ⑤

10．0⑥
4．9③
8．1⑤
9．7⑥
8。7⑤

12．2⑦

12．2⑦

12．8⑦

試料
番号 臼試料採集地

60　　苫田郡泉村甘木

61　　　 ヴ

62　　　 ヴ

63・　　　ヴ
64　真庭郡中和村吉田

　ノ28　苫田郡羽出村羽出
29　・ヴ　　ヴ千軒上流
30　苫田郡奥津村上原
31　　ヴ上齊原村上齊原『
3
3
　 グ　ケ遠藤
32
34
42
50
51

16
65
66
67
68

71

1
23

72

41

ク　　　　ゲ
勝田郡広戸村炭山
苫田郡富村大平峠
阿哲郡干屋村実谷
阿哲郡新郷村釜

勝田郡新加茂町桑谷
真庭郡二川村立石
鳥取県関金町犬挾峠
ケ　 矢櫃
グ　　　　 ゲ

真庭郡新庄村四＋曲峠
久米郡旭町休峠
久米郡久米南町品田
真庭郡新庄村四＋曲
峠西側
苫田郡富村出合

種　類

花崩岩破砕帯

花崩岩，
花嵐岩
破砕帯中央部
絹雲母石英脈
粗粒花崩岩

、β線S．C．に

強度よる測
cpm定値＊

13．8
15．8

9．6

8．2

14．3

花嵩岩　，7．9
粗粒花嵐岩　　　9．8

花嵩岩　8，5
粗粒花崩岩　　10．1

　ゲ　　　7．5

花歯岩
　ゲ
　ゲ
　ヴ
　ゲ
粗粒花崩岩

花崩岩
　ヴペグマタィト
　ゲ
花闘岩
花尚閃緑岩

閃緑 岩

花樹岩
玲岩

11．1
6．8

11．7
9．5

5．4

9．6

9．6

9．4

22．8
10．11

5．7

2．9

7．9

7．6

8．2

⑦
⑦

⑦

⑦
⑥

⑤
④
④
⑤
⑤

⑤
④
④
③
③

⑥
③
⑤
⑦
⑦

④
②
④

③

④1

＊試料採集地附近の放射能張度を放射能強度分布図力’ら記入し覧。
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岡山県北部地域自動車放射能探査報告　（金子徹一・氏家　明・堀川義夫・安斎俊男）

1

樗畑｝腕画怖
13000

10000

8000

6000

4000

全ooo

朝

ルート，飾マツプ

述八詞認〆

尋1

立一　一
衷

幅厩，
　　　、～一

16000

Booo

lOOOO

8000　聖

母ooo

28　　　患ね　　29　　　越

ルート。マツプ

☆遡森鵡蜘

る。また皆木からその東部佐用の西部一帯に4，000カ

ウソト以下の低い地帯がみられるが，これは塩基性の

変質した閃緑岩，はんれい岩の分布と一致している。

　周匝の北部古生代地域の測定結果では，大体その値

は14，000～8，000カウントで一部柵原のトンネル中に

高い値がみられるが，これは花嵩斑岩の脈によるもの

と考えられる。

　5。5　中央および中央南部（津山西部・福渡）　一

津山西部の古生層分布地帯は前項に述べたと同じよう

に，4，000～8，000カウント程度である。また津山市西

南方にみられる花崩岩地帯では僅かにこれらの値より高

い程度のものである。しかし，西北端にみられる高地域

帯は大体花醐岩の分布を一致し，これは物見峠から西方

に延びる高地域に属するものと考えられる。

幅渡に含まれる地域では10，000カウントを超えるも

　　　　　のはみられない。た讐所々に8シ000
16000

」3000

100CO

8GOC

60qo

4000

2000

ルート・マツプ

2ワ 28

ぴ

29 艦騰セ30

　釜
　層
　葉
　荒

＾・10，000カウソトの値の地域がみ

られるが，これは古生層中の岩脈，

変成等に関係するものかとも考えら

れるが，詳しいことは不明である。

5。6　西南部（勝山・下砦部・上石

見・新見）

この地域全般にわたって，特記す

試・料

番号

70
45
46
48
53

54
35
40
22

5

2
24

69

』39

49

43

44
52
36
47

13

14
15

試料採集地

真庭郡新庄村野土路
阿哲郡丹治部村畑

　　グ
新見市中山
阿哲郡神代村上油野

　ゲ　　　三宝
勝田郡広戸村炭山
久米郡久米南町大谷
　グ加美町新城
勝田郡上加茂町阿井

久米郡旭町重実
鳥取県八頭郡智頭町
中島
真庭郡二川村土伏ト
ンネル南側
勝田郡作東町角南
阿哲郡管生村別所

真庭郡勝山町神庭の滝

　〃美甘村延風
阿哲郡上市村足立
勝田郡梶並村梶並
真庭郡美甘村延風

勝田郡勝田町成林

　　ヴ
勝田郡植月村河内

種　類

玲．岩
石英斑岩
　グ
　グ
　シ

　ヴ
流紋岩
　〃
　ゲ
安山岩
粘板岩、
結晶片岩

石英片岩
輝緑凝灰岩
　一ケ

石灰岩
　グ
蛇紋岩
　〃
　ゲ　

はんれい岩

　グ
頁岩

β線
強度

cpm
619
5．2

7．5

7．8

5，4

7。2

2．7

6．3

4．7

3．0

7．7

3．7

12．9

－0．8
0．6

一〇．4

－0．2
0．8

－1．0

－1．5

－1．1

S．C．に　べき高地域はみられない。た黛勝肉の南部，杉から大砦

よる測　部に通ずる路上，および布瀬から留倉・湯井・新田を経
定値＊

④
④
⑥
④
④

④
⑤
⑤
③
④

③

③

⑤

③
②

①、
①
①
①
①

一〇．7

　　①0．6
0．3①7・21④

て田元に至る間に2カ所10，000以上の値の地帯が測定

された。いずれも石英斑岩中にみられる。このことは上

石見，新見においても同様である。すなわち，上石見の

西南部，上油野から西部に県境（岡山一広島）に向かう林

道においてみられる高地帯は，石英斑岩の分布と一致

し，この地帯一帯に分布する花嵩岩の地域では，特に高

い値を示さないことは注目すべきことである。

まだ，この地域に分布する蛇紋岩のなかでは，特に低

い値（2，000～3，000カウソト）を素す。このことは多く

の文献にみられる定説とよく一ゼ致する。

なお，現地において採集したサンプルのβ線分析の結

果を参考のため附記した。測定にっいてぽ）次の通りで

あるが詳しくは文献6を参照されたい。・

測定器は科研製100進100S－A1型スケーラーで，

計数管は同じく科研製B、型β線用を使用した。測定1

方法は試料を40meshに粉砕し径25mm，深さ7mm
の皿に上端まで入れ，厚さ5cmの鉛で遮蔽した計数管

の縁面下5mmにおいて、20分間測定を行つた。
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第13図　甘木附近のル静ト・マツプ
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　初めに述容たように，自動車による敏射能測定の作業

，形式をきめることをその目的の一っにした納Fこのこと

は，本調査の過程において大体達成されたものと思う。

また，本調査により明らかにされたことは

　（エ），岡山北部，特に県境に沿つて放射能強度の大き

い花嵩岩地帯が，大体東西に延びて分布している。しか

し，こ．の傾向は西に行くに従って弱くなり，西部地帯の

花嵩岩は放射能強度は通常の岩石の値となる。反面，こ

の附近に分布する石英斑岩は，かなりの強度の放射能強

度を持っ部分がある。

　（2）県中央部に分布する古生，中生層では多少の強

弱はあるが1特に強いものはみられない。そして，塩基

・性の岩石では著しく弱い値を示している。

　津山盆地に堆積する第三紀の地層については特に著し

い値を示すものはみいだされなかった。

　⑱）一般に花嵩岩ではその放射能強度は大である

が，通観して6，000～8，000カウント（一般の岩石と同じ

値），81000～12，000カウント，’異常に，高いものに分類

　　　　　　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　l，＿

姻曜一州岬葎
　　　　　　　　　　　　　　　1…『
舩　　♂珊鈴

　　露’
　梧一Y特、鰭、嶋Y底
　　ゆ　　　　　　を
．　　　碧　　望
　　桶　　　　　斬、

第17図　小松附近のルート・マツプ

されるように考えられる。

軽砺格

（昭和31年8月調査）
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